
【共同生活援助】 

（１）人員配置区分の見直し 

区分が見直されますので、全ての共同生活援助事業所の区分に変更があります。 

原則、人員配置区分は次のとおり選択してください。 

・介護サービス包括型及び外部サービス利用型は「１．６：１」を選択。 

（既に１０：１を適用している外部サービス利用型事業所は１０：１） 

・日中サービス支援型は「１３．５：１」を選択。 

（注）旧報酬体系の「３．旧Ⅰ型」、「４．旧Ⅱ型」、「１１．旧日中支援Ⅰ型」、 

「１２．旧日中支援Ⅱ型」は選択しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）人員配置体制加算について 

人員配置体制加算基本報酬の類型が変更されたことに伴い、手厚い人員配置体制をとる

事業所を評価するため、新たに人員配置体制加算が新設されました。 

加算区分別の要件等、詳しい内容は集団指導資料及び厚生労働省通知を参照してくださ

い。 

※注 人員配置体制加算を算定する共同生活援助事業所においては、「人員配置体制加算に

関する届出書（共同生活援助）」と「人員配置体制確認表」、「参考表」を必ず提出してくだ

さい。（１つの Excelファイルに全て入っています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



人員配置体制加算について【人員配置体制確認表の記入方法】 

【手順】 

⑴ 「事業者情報」、「１ サービス類型」、「２ 運営状況」「３ 利用者数」を記入してくださ

い。 

「３ 利用者数」については、「２ 運営状況」で①を選択した場合は、推定数を記入し

ます。②③を選択した場合は、別紙参考表の計算式で算出された値を転記します。 

⑵ 「４ 基準上置くべき従業者数」が自動で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 「従業者の勤務形態一覧表」の黄色セル（職種、勤務形態、氏名、勤務時間、就業規則

上定める勤務時間） 

を記入します。 

⑷ 「５ 当該事業所における基準上置くべき従業者数」（事業所の実際の勤務状況）が自動

で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑸ 「５ 当該事業所における基準上置くべき従業者数」 が「４ 基準上置くべき従業者数」 

の時間数及び人数を超えていることを確認します。 

⑹ 「７ 人員配置体制加算の算定における必要加配数」の不足加配等の欄の数値を確認し

ます。 

（参考例の場合、１２：１を算定するためには、特定従業者数 2.5人、勤務延べ時間 100

時間の加配が必要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑺ 「「７ 人員配置体制加算の算定における必要加配数」の不足加配等の欄の数値を満たす

よう、加配する特定従業者（世話人等）の勤務一覧へ職員を配置（移動）させます。 

⑻ 「算定に対しての加配状況」が０以上になることで算定要件を満たすことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑼ 最後に、 「５ 当該事業所における基準上置くべき従業者数」 が「４ 基準上置くべき

従業者数」 の時間数及び人数を超えていることを確認します。 

※×となる場合は⑺の配置をやり直します。（要件を満たせない場合は、人員配置体制加算 

の算定はできません） 

 

 

 

 

 

 

 

４　基準上置くべき従業者数 ５　当該事業所における基準上置くべき従業者数

常勤換算数 特定従業者
用の勤務延
べ時間数

常勤換算数 特定従業者
用の勤務延
べ時間数

常勤換算に
よる人数

勤務延べ
時間数

常勤換算に
よる人数

勤務延べ
時間数

世話人６：１ 2.5人 80.0 100.0 世話人６：１ 2.5人 80.0

世話人５：１ FALSE 0.0 0.0 世話人５：１ FALSE 0.0 0.0

100.0

生活支援員 4.0人 128.0 160.0 生活支援員 4.2人 134.4 168.0

214 268合計 6.5人 208 260 合計 6.7人



【転記箇所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１　法人・事業所の名称

２　異動区分

３　サービス種別

４　申請する加算区分

人

※　新設の場合は推定値

６　人員体制

○基準上置くべき従業者数

生活支援員 合計（a）

人数 人 人 0 人

勤務延べ
時間数 時間 時間 0 時間

○人員配置体制加算の算定において必要な加配数

世話人等（ｂ） 調整数（c）

人数 人 人数 人

勤務延べ
時間数 時間

勤務延べ
時間数 時間

○人員配置体制加算の算定において必要な特定従業者数の合計( a ＋ b ＋ c )

世話人等

人数 0 人

勤務延べ
時間数 0 時間

○実際の特定従業者数

人数 人 0 人

勤務延べ
時間数 時間 0 時間

注１　「申請する加算区分」には、該当する番号（Ⅰ～XIV）に○を付してください。
注２　「人員配置の状況」には、別紙　人員配置体制確認表及び参考表を参考にして、職員数を記載してください。
注３　「人員体制」には、該当する箇所に○を付してください。
注４　ここでいう特定従業者数とは、厚生労働大臣が定める施設基準並びにこども家庭庁長官及び厚生労働大臣が定める
　　施設基準（平成18年厚生労働省告示第551号）第16号ロに規定する特定従業者数換算方法により算定した従業者数を
　　いう。

人員配置体制加算　算定の可否 可

　　年　　月　　日

人員配置体制加算に関する届出書（共同生活援助）

１　新規　　　　　　　　　２　変更　　　　　　　　　　３　終了

５　利用者数
前年度の利用者数の

平均値

７　人員配置の状況

世話人

世話人等 合計

１　介護サービス包括型　　　　２　外部サービス利用型　　　　　３　日中サービス支援型　

人員配置体制加算（ Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ・Ⅸ・Ⅹ・Ⅺ・Ⅻ・XIII・XIV）

特定従業者数換算で（　12：１　・　30：１　・　7.5：１　・　20：１　）以上加配

a ＋ b ＋ c 

１
２

３
４

５
６

７
８

９+11
10+12

赤枠内が加配加算を算定す

るにあたって求められる人員

数

青枠内が加配分も含めた実際に事業

所が配置した（する予定の）人員数

青枠が赤枠以上であれば、可



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　基準上置くべき従業者数 ５　当該事業所における基準上置くべき従業者数

常勤換算数 特定従業者
用の勤務延
べ時間数

常勤換算数 特定従業者
用の勤務延
べ時間数

常勤換算に
よる人数

勤務延べ
時間数

常勤換算に
よる人数

勤務延べ
時間数

世話人６：１ 2.5人 80.0 100.0 世話人６：１ 2.5人 80.0

世話人５：１ FALSE 0.0 0.0 世話人５：１ FALSE 0.0 0.0

100.0

生活支援員 4.0人 128.0 160.0 生活支援員 4.2人 134.4 168.0

214 268合計 6.5人 208 260 合計 6.7人

１ ２

３ ４
12

６　加配している特定従業者数

特定従業者数換算数
特定従業者数
換算による人

数

勤務延べ
時間数

合計

世話人等 2.5人 100.3

2.5人 100

９ 10


